
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3 回 理事会  

日 時 平成 29 年 6 月 9 日 19：40～21：55 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎 

志岐浩二、西本加奈、高柳公司、重松康志、永木照彦、小柳 傑、浦川純二 

監事：柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

学会：奈良崎博一、飯野朋彦 

事務局：仲宗根歩、眞壁和子 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）西本理事退任の件について 

平成 29 年 2 月 15 日、西本理事より退任届が提出され 7 月 31 日付け退任という形で受理された。西本
理事の会務を平成 29 年度から引き継ぐという形で各部局にて準備を行っていたが、西本理事より平成
29 年度末の理事任期満了まで会務に従事したいという意向が示された。選挙管理規定、公益社団法人と
しての処理が不明瞭なため、司法書士への確認後、三役判断を経て理事会へ再提出することとする。 

２）平成 29年度都道府県理学療法士会事務局職員研修会への参加について 
事務局機能強化の一環として開催される研修会であり、今回は「会員管理システムの利活用」がテー
マ。各県 2 名まで参加可能で小無田事務局長と厚生部部長の長谷川先生の 2 名参加を希望。1 人分の費
用が持ち出しとなる。審議の結果、提案通り可決された。 

３）日本糖尿病療養指導士の認定更新について 
日本糖尿病療養指導士認定機構から当会に対して、日本糖尿病療養指導士の認定更新に関して単位の取
得状況を確認するための「参加証等」を発行してほしいと願われた。先方にフォーマットがある可能性
あり、公印の必要性も含めて確認後再度審議となった。 

４）学術大会規定について 
前回理事会で出た学術大会規定の案を作成した。7 月 1 日より施行することとする。審議の結果、提案
通り可決された。 

５）セルフアンケートツール Questant の導入について 
今年度、施設概要のアンケートを考えている。Web 上でできるアンケートツールが 2 万円台であり、紙
媒体より安い上、アンケートを回収してそのまま処理も可能。結果の考察も行っていくこととする。審
議の結果、提案通り可決された。 

６）新入会員承認の件について 
入会 8名 退会 0名。審議の結果、提案通り可決された。 

７）7/9(日)JPTA全国一斉開催イベントの企画案と補正予算について 
JPTA から依頼された「7/9(日)全国一斉開催イベント」に関して、組織運営検討委員会にて検討。タイ
トルは「長崎県内の介護予防体操と住民への働きかけ」で内容は講演会。会場未定。今回の一斉イベン
トに関して、長崎県リハビリテーション支援センターや作業療法士会、言語聴覚士会などにも連絡済
み。予算は計 217,000円程度でスタッフ 12 人を予定。会場は数名程度、残りは周辺でのパンフレット配
布などを実施。審議の結果、提案通り可決された。 

８）平成 29年度県内養成校意見交換会開催案について 
クリニカルクラークシップについて、県内の養成校から意見交換会を開催する運び。7 月中に長崎医療
技術専門学校にて開催予定。予算は 10,000 円程度。今回 NPTA 主導で 4 校を招き、同じ方向性を持っ
た形の学生教育、臨床教育を実践するための話し合いが目的。クラークシップありきではなく、4 校で
標準化した形の臨床教育システムを持つための話し合を予定。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）学術大会テーマ、概要(案)について 

今回の学術大会は、技術向上に加えて地域住民と行政との協働による職域拡大につながる大会にした
い。テーマを「GIFT」～理学療法の継承と新たな可能性の発見～と考えたが、再検討。また、地域を巻
き込んだ学会となるよう努めたい。研究発表は口述とポスターとし、原爆病院とこころ医療協力の下進
める。基調講演は JPTA 産業理学療法士研究会「腰痛予防」事業の九州・沖縄を担当するなど産業リハ
に取り組まれている山口義崇氏を予定。公開講座は長崎でトレーナーとして活動している能氏と内村氏
への依頼を検討。場所は時津のカナリーホール大ホールとリハーサル室、ホワイエ等を使用。今回は西
彼で行うということで西彼の PT への協力も要請。国際渉外(韓国担当)では禹先生に依頼予定。資料の
「懇親会」を「意見交換会」へと変更。 

 ２）新生涯学習システムに関する意見交換会出席報告について 

平成 31 年 4 月に予定されている新生涯学習システムに関する意見交換会に出席。見直しの骨子は「ジ



ェネラリスト PT の育成・生涯学習支援・制度の定着化」の 3 点。基本的に医療広告ガイドラインに即
し 600 時間近くの教育を行う流れ。それに向け OJT や実習等を活用し名称も研修理学療法士、登録理
学療法士となり、認定・専門理学療法士を目指す形になる。士会として一人職場の先生方を士会の方で
バックアップしてほしいとのこと。Step1 が 8 時間、Step2 が 40 時間。現在の新人理学療法プログラム
が研修理学療法に当てはまる。A 項目は講義形式で、B から E 項目に関しては e-Learning。Step1 は自
分の職場での職場教育を前提として考えているとのこと。Step2 で認定・専門理学療法士の下に派遣す
るということ。手挙げしている臨床実習施設が少ないことが問題。また、実習先で事故等があった場
合、受け持った側が保証する方向で JPTAは関与しないとのこと。今後他県の動向も確認していく。 

 ３）第 14回長崎県ねんりんピック大会のサポート活動について 
例年より対応件数が多く、大会役員や一般の方々への認知度も高くなってきた印象。 

４）高校野球冊子への掲載について 
全国高校野球選手権長崎大会の理学療法士配置に対する費用負担と併せて冊子への広告掲載を依頼。今
年はいくらかの派遣費用は計上可能とのこと。また、広告掲載費用に関しては無償で可能とのこと。冊
子の広告欄に当会名とロゴマーク、全試合サポートする旨の文言を入れ、掲載を要請。文言に関して
「メディカル」を「リコンディショニング」、「障害予防」に変更。 

５）第 8回全国訪問リハ地域リーダー会議の報告について 
5 月 19、20 日の 2 日間で開催。振興財団の意向が不明確だった為、長崎で 3 協会会長への説明を要請
し、承諾された。事例集について、長崎は提出数 1 位だったが、事例集作成にあたっては、長崎は同意
書を取っていないため一つも入らないということ。 

６）平成 29年度 長崎県障害者スポーツ大会支援活動の報告について 

5 月 28 日に開催され、陸上競技と水泳に参加。以前より周知できている印象で、支援活動が効果的にな
った。問題点として、協力病院からマットを借りている状態なので、今後備品として検討。 

７）その他の報告事項について 

・長崎県病院事業団県域及び離島リハビリテーション研究会講演依頼について FAX が届いた。正式文書
は後日届くとのこと。 

・地域包括ケアシステム推進室から来ていた士会に対してのロードマップを作成。後日メールする。 
・管理運営研修会について 7 月 3 日に長崎リハビリテーション学院で行う。内容は全体のネットワーク
に関して、また急性期、生活期のネットワークについて伝達講習。 

・総会について、まず総括を会長から、その後公益目的事業ごとに各担当局長が報告することとする。 
 


